
（
自
動
車
事
故
報
告
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

自
動
車
事
故
報
告
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
百
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

別
記
様
式
（
第
３
条
関
係
）

別
記
様
式
（
第
３
条
関
係
）





～

（
略
）


～

（
略
）


「
運
送
契
約
の
相
手
方
の
氏
名
又
は
名
称
、
住
所
等
（
貸
切
旅
客
の
み











）」の

欄
は
、
事
故
を
引
き
起
こ
し
た

当
該
一
般
貸
切
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
と
運
送
契
約
を
締
結
し
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
を
記
載

す
る
こ
と
。
運
送
契
約
の
相
手
方
が
旅
行
業
法
（
昭
和
27年

法
律
第
239号

）
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
旅
行

業
若
し
く
は




旅

行
業
者
代
理
業
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者
（
以
下
「
旅
行
業
者
等
」
と
い
う
。）又
は
同
法
第








23条
の
規
定
に
よ
る
旅
行
サ
ー
ビ
ス
手
配
業
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者



























で

あ
る
場
合
に
は
、
氏
名
又
は
名
称

及
び
住
所
の
ほ
か
、
旅
行
業
者
等
又
は
旅
行
サ
ー
ビ
ス
手
配
業
者

















の

登
録
番
号
を
記
載
す
る
こ
と
。


「
運
送
契
約
の
相
手
方
の
氏
名
又
は
名
称
、
住
所
等



」

の
欄
は
、
事
故
を
引
き
起
こ
し
た
当
該
一
般
貸
切
旅

客
自
動
車
運
送
事
業
者
と
運
送
契
約
を
締
結
し
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
を
記
載
す
る
こ
と
。
運
送

契
約
の
相
手
方
が
旅
行
業
法
（
昭
和
27年

法
律
第
239号

）
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
旅
行
業
又
は

旅
行
業
者

代
理
業
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者
（
以
下
「
旅
行
業
者
等
」
と
い
う
。） で

あ
る
場
合
に
は
、
氏
名
又
は
名
称

及
び
住
所
の
ほ
か
、
旅
行
業
者
等





の

登
録
番
号
を
記
載
す
る
こ
と
。


～

（
略
）


～

（
略
）

（
外
国
人
観
光
旅
客
の
旅
行
の
容
易
化
等
の
促
進
に
よ
る
国
際
観
光
の
振
興
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

外
国
人
観
光
旅
客
の
旅
行
の
容
易
化
等
の
促
進
に
よ
る
国
際
観
光
の
振
興
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
九
年
運
輸
省
令
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で

改
正
後
欄
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
る
。

改

正

後

改

正

前

（
受
験
手
続
）

第
四
条
か
ら
第
三
十
五
条
ま
で

削
る

第
四
条

地
域
限
定
通
訳
案
内
士
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
受
験
願
書
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
指
定
す
る
者
（
以
下
単
に

「
指
定
試
験
機
関
」
と
い
う
。）が
同
項
の
試
験
の
実
施
に
関
す
る
事
務
（
以
下
単
に
「
試
験
事
務
」
と
い
う
。）

を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
受
験
願
書
を
指
定
試
験
機
関
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
二
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
通
訳
案
内
士
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
十
号
）
第
七
条

の
規
定
に
よ
り
試
験
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
前
項
の
受
験
願
書
に
そ
の
旨
を
記
載
し
、
同
条
に
規

定
す
る
者
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
試
験
の
公
示
）

第
五
条

地
域
限
定
通
訳
案
内
士
試
験
を
行
う
外
国
語
の
種
類
、
期
日
、
場
所
そ
の
他
試
験
の
施
行
に
関
し
必
要

な
事
項
は
、
都
道
府
県
知
事
が
あ
ら
か
じ
め
公
示
す
る
。

（
試
験
の
免
除
）

第
六
条

法
第
二
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
七
条
第
三
号
に
規
定
す
る
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
科
目
に
つ
い
て
の
筆

記
試
験
を
免
除
す
る
。

一

筆
記
試
験
の
う
ち
一
部
の
科
目
に
つ
い
て
合
格
点
を
得
た
者

次
回
の
地
域
限
定
通
訳
案
内
士
試
験
の
当

該
科
目

二

一
の
外
国
語
に
よ
る
通
訳
案
内
士
試
験
に
合
格
し
た
者

当
該
外
国
語

平成年月日 木曜日 (号外第号)官 報
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